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　　　騰拳ぎ／覇趨駆《瓦零翠少

　この検流、計の臨界冠制動状態における燭濾i数特穫塞第7
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録篤購礁姥較しながら考察を行なつてみる。迷走電横濤は

著しく短周期の成分を含む不趨則な変動であ鯵，工懲・

翻遜導の施設が発生源で藩るから深夜においてはその活
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蕪寿閥霞撃変イヒに伴なう騒隔素が曇終際に比黎灘ラ七測足におよぼ摩畑
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後に生ずる誘導分極による過渡現象にあることが第嚢図

よ！ラ知られる．

藝．　誘轟分麓の影響

　誘導分極の影響を求めるために行なつた測定結果は第

欝図紅示した．実験は寄盤電場の影響をしらべた北茨城

市、磁藁井部落で，前記のオツシ灘グラフを用い，電極閥

隔轟覇輪のW韓離配置によつて行なつた、

流切断後における残留電位差の時間的変化は通電時問に

．軌つて左宥審れ蜘，残留電位差¢）大いさよ！）給電電流投

入後に』おける誘導分極による電庄変動値を決定すること

には幾何かの間題がある．しかし欺がら，給電電流切断

聾○…（欝盤）
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窒誘端惹1分磁の藷耳峯餐1としては許　ヒ識麺）ように霞秀き薄ノ穿壕亟による

隼　li降下分の　　は講騰視でき恐もので，むしろ給織戯流

投ノ、瑠、1絢に行な？蓋ぜN醐覇）き1鰭、叢位潔の率醐賞に素ポし1菊

腱iの瀞／定／こ、虹恩〉て孟鑑じノ＿i誘義分／塗に，勲る擦窯欝1叢位。総葺藝

響融方が嚢大である，、何とな薄㌻ば声給臨繍融、ぞによる

携ぜ蒼ア間の翻ll欝Fを轟γ（1〉磐萎驚留蒙瓢潔桑媛・を暮』腸鴇（／メ）
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婁筆秘誕馬紛　の二大いさは糸禽窄鷺肇鷺漏霞と4羅関峯系な陰擬穿畿｛立差の

大い懸と較べて無視で灘篠ほビ小癬いとはいえない．麟

闘の測定に際して慮繋鰍した給電電流による残留電位藻が

麟然電位難に較べて無視しえぬ閥に海然電位藻の補懸1婁を

行なうこおは測定に誤差．を導．入す碑ることになる、また，

測。定が終了L給電電流切断後，嶽然電位差の補儒獄懇を

再点検した場合，補償平衡が破れている煮とがある．胤

れは通電以繭に行な，つ雄撫然電位差の補償が不完全であ

つたた鱒ではなく，勢驚馨、畿春鉱鍵裳が膚篶噴窪摩吸るため轍蕉群穣：熱黛

イ波叡』ぐ㌢・るのである離　燃の！蕃合灘讐ちに蓄璽馨1搬飛をほどoし

て再測を行なうと，再補償のため加えた電位差分だけ誤

差となる．岡様なことは鷹極配列を変化聴せた場合，特

に錘認で澄る．例えば，第篇、図1こ示L，楠．ように，　叢位

羅樋達が繭藤iの測篤に；、／ける糸1難　　権．の　乳置箇辮のごく近

鰺に設定され燈と，鑓：しく大蕊な残留電位差が存在して

い略ため浪彗葺醗1　閏大な言　　を煮懸酵£る轍ととなる鞭
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結襲とを比較L〆窯もの1総鴛図に霧繋．／た肇　瓢れらはい

一ヂ羅㌻も羅　　季　礁、諏るとタび，数　鳶転　雛鷹h黛縫1　．　3つの餐ぐ

果は全く類似融・藤　計を示Uてい輸。，L／たがつて，；轟例の
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